
現
代
教
師
像
の
研
究

三二・一序

整研問
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法法題
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四
、
結
果
の
概
要

五
、
比
　
較
考
察

六
、
要
　
　
　
　
　
約

荒

井

貞

雄

序

　
現
代
教
師
像
の
研
究
e
は
、
既
に
本
誌
第
五
巻
第
一
号
に
報
告
さ
れ
た
。
そ
の
内
容
は
児
童
生
徒
に
「
最
も
良
い
先
生
で
あ
っ
た
」

と
云
う
教
師
の
資
質
を
生
徒
に
依
っ
て
と
ら
え
た
結
果
で
あ
っ
た
。
研
究
報
告
目
に
於
て
は
、
児
童
生
徒
に
評
価
さ
れ
た
現
職
に
あ

る
教
師
が
、
彼
等
の
胸
中
に
あ
る
良
き
教
師
の
像
を
、
彼
等
自
身
の
手
記
に
依
っ
て
、
浮
き
ぼ
り
に
し
よ
う
と
の
試
み
で
あ
る
。
前

者
は
客
観
的
に
み
た
教
師
、
後
者
は
主
観
的
に
み
た
教
師
像
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
一
、
問
　
　
　
　
　
題

次
の
各
項
を
究
明
し
よ
う
と
す
る
に
あ
る
。

　
　
現
代
教
師
像
の
研
究

二
五



時
、
そ
の
場
所
に
居
合
わ
せ
た
教
官
に
一
枚
ず
つ
渡
さ
れ
、
翌
日
同
時
刻

に
蒐
集
し
、
一
日
程
度
の
時
間
は
待
っ
て
終
結
し
、
別
に
岡
。
＝
o
≦
ロ
℃

食
時
教
員
室
に
於
て
、
校
長
又
は
教
頭
か
ら
趣
旨
の
説
明
が
あ
り
、
そ
の

紙
の
上
部
に
下
記
の
如
く
印
刷
し
て
あ
る
。
用
紙
は
各
学
校
に
斯
て
、
昼

調
査
は
自
由
記
述
法
を
用
い
、
使
用
し
た
用
紙
は
8
0
目
×
Q
o
Q
。
o
目
の
白

2
、
調
査

形

式

い
て
実
施
し
た
。

き
、

部
の
実
習
協
力
校
の
校
長
指
揮
の
も
と
に
、
当
該
校
の
教
官
に
つ

子
短
大
第
二
学
年
の
教
育
実
習
生
諸
君
の
一
部
分
が
、
筆
者
の
計
画
に
基

調
査
は
昭
和
三
十
二
年
九
月
よ
り
十
二
月
に
亘
っ
て
、
当
時
の
相
愛
女

1
、
時

期

、
研

究

方

法

3
、

生
徒
と
教
師
と
の
比
較

2
、
そ
の
要
素
を
形
成
す
る
内
容
の
分
析

1
、

現
代
教
師
像
の
研
究

現
職
教
師
の
観
た
教
師
像
構
成
要
素
の
序
列

相愛教生教育資料11

御多忙中恐れ入りますが、教生教育のため次の問題に

つき’御意見をおもらし下さい。

　　　　　　　教職経験年数

專門教科

男　女　（何れかを消す）年令　　才

学校名 二
六

先生の御経験と信条にてらして、すぐれた教師、よい

教師の思想、資質、在り三等について持たねばならぬ

とお考えになるものを数項に別けて簡単にご意見をた

まわり鎧い。　（御参三尊に専門教科、性格、趣味、指

導、研修、教養、教職教養、社会集団生活等との関係）

必要なときは裏を用いて下さい。



　
　
　
　
　
　
　
　
三
、
整
理
方
法

　
次
の
原
則
に
よ
っ
て
資
料
を
整
理
し
た
。

1
、
筆
者
及
び
訓
練
さ
れ
た
四
人
の
音
楽
学
部
の
教
生
に
よ
っ
て
、
全
く
各
々
独
立
的
に
全
資
料
を
読
破
し
、
要
素
及
そ
の
内
容
を

　
分
類
し
た
。
こ
の
場
合
に
用
い
た
要
素
分
類
は
、
研
究
報
告
e
で
提
示
し
た
も
の
を
基
礎
と
し
た
。
即
ち
、
性
格
、
趣
味
、
教

　
養
、
教
育
精
神
、
教
材
、
指
導
技
術
及
び
探
究
態
度
の
七
分
類
で
あ
る
。

　
　
　
現
代
教
師
像
の
研
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
七

第1表　　　調査校種及び調査者統計

校　種弾出陣学校高校1計
数

被調査者数

回答者数

回答率（％）

21s　131
20
　　　　10－1一一一．一”“IL“u．rmi一一一ww－

133　1　65　1218

14（2）

70．　0

100（19） 48（2）

75．2　i　73．8

162（23）

74．　3

註　（）内は女子教員

第2表　　教歴年数に依る回答者調

教歴年数回重度者数i％
10年以　下 84（16） 52

自10年至20年 50（6） 　一R
1

2　0年以　上 28（D 17

計 162（23） 　一P00．0

註　（）内は女子教員

は
行
わ
な
か
っ
た
。
又
、
強
制
的
な
印
象
は
更
に
な
く
、

む
し
ろ
好
意
的
雰
囲
気
の
う
ち
に
行
わ
れ
た
。

3
、
　
調
　
査
　
対
　
象

　
小
学
、
中
学
及
高
校
の
教
官
一
六
二
名
に
し
て
、
相
愛

学
園
の
三
校
を
除
く
八
白
は
、
何
れ
も
大
阪
市
内
の
公
立

学
校
で
あ
る
。
そ
の
内
訳
は
第
】
及
び
第
二
表
に
示
す
通

り
で
あ
る
。



　
　
　
現
代
教
師
像
の
研
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
八

2
、
以
上
の
七
分
類
の
範
疇
に
包
含
出
来
な
い
多
く
の
反
応
に
つ
い
て
は
、
研
究
協
議
の
結
果
、
職
場
に
於
け
る
人
的
交
渉
関
係
及

　
び
父
兄
と
の
交
渉
関
係
の
二
要
素
を
追
加
し
た
。

3
、
さ
き
に
分
類
し
た
も
の
を
九
分
類
に
よ
っ
て
各
自
が
整
理
し
た
。
九
分
類
の
範
疇
に
属
し
得
な
い
も
の
は
除
去
し
た
。
除
去
し

　
た
も
の
は
七
反
応
の
み
で
あ
っ
た
。

4
、
六
人
に
依
っ
て
整
理
さ
れ
た
結
果
を
長
時
間
に
亘
っ
て
調
整
し
た
。

5
、
各
要
素
一
反
応
の
原
則
に
依
っ
て
整
理
し
た
。
即
ち
同
じ
要
素
に
対
し
、
二
つ
以
上
の
反
応
の
あ
っ
た
場
合
は
主
な
る
も
の
を

　
一
つ
取
り
入
れ
、
主
な
る
も
の
と
判
定
す
る
こ
と
が
困
難
な
時
に
は
全
部
除
去
し
た
。
然
し
全
部
除
去
し
た
も
の
は
全
体
を
通
じ

　
六
件
の
み
で
あ
っ
た
。

6
、
教
職
歴
年
数
を
次
の
三
段
階
に
分
化
し
、
そ
れ
に
応
じ
て
要
素
及
び
反
応
を
再
配
置
し
た
。

　
　
　
a
、
十
年
以
内

　
　
　
b
、
十
年
乃
至
二
十
年

　
　
　
c
、
二
十
年
以
上

7
、
専
門
教
科
及
び
性
別
の
分
析
は
余
り
著
し
い
特
徴
は
見
ら
れ
な
い
の
で
こ
の
報
告
か
ら
割
愛
し
た
。
但
し
年
令
差
は
そ
の
反
応

　
に
判
然
と
現
れ
た
が
、
こ
れ
は
教
歴
年
数
で
扱
う
こ
と
に
し
た
。

8
、
記
述
の
う
ち
、
同
じ
要
素
の
範
疇
で
意
味
の
不
明
瞭
な
も
の
、
相
矛
盾
し
た
記
述
等
は
凡
て
除
却
し
た
。

9
、
各
反
応
に
対
し
、
数
値
評
価
は
行
わ
な
か
っ
た
。



反応に現れた教師像構成要素順位

全体20年以上

反
応
順
位

因
子
回
数

　
　
　

回
答
率
％

　
　
（

．
反
応
順
位

因
子
石
数

　
　
　

回
答
率
％

　
　
（

年
　
反
応
順
位

20

@
　
　
－
－

至
　
因
子
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年
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@
　
　
　
　
）

自
　
回
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％

　
　
　
　
（

　
　
反
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順
位
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生徒との関係
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現
代
教
師
像
の
研
究

趣 　1－n味；20・9

　　　　　i　A一　Al
父兄との関係120．2i

7

3

　
　
　
　
四
、
結
果
の
概
要

　
こ
の
項
に
於
て
は
、
一
六
二
名
の
教
師
全
体
の
結
果
と

教
職
歴
年
別
の
結
果
と
を
扱
う
こ
と
に
し
た
。

1
、
教
師
像
構
成
要
素
の
順
位
を
第
3
表
に
依
っ
て
み
る

　
と

　
a
、
全
体
と
し
て
も
、
三
段
階
に
よ
る
郵
亭
別
に
見
て

　
　
も
、
　
一
般
教
養
が
断
然
高
い
率
を
示
し
て
居
る
。

　
b
、
第
二
に
位
す
る
要
素
は
、
学
識
、
専
門
知
識
、
教

　
　
材
の
マ
ス
テ
リ
ー
の
一
連
の
学
問
方
面
の
教
養
で
あ

　
　
る
。

　
c
、
第
三
位
は
研
修
態
度
で
あ
る
。
こ
の
要
素
に
対
す

　
　
る
言
開
段
階
の
反
応
を
見
る
と
顕
著
な
傾
向
が
現
れ

　
　
て
居
る
。
即
ち

　
　
　
一
〇
年
以
前
の
教
門
者
　
　
七
二
％
（
六
〇
名
）

　
　
　
自
一
〇
年
至
二
〇
年
　
　
　
七
六
％
（
三
五
名
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
「
九



　
　
現
代
教
師
像
の
研
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
〇

　
　
二
〇
年
以
上
　
　
　
　
　
　
　
九
六
％
（
二
七
名
）

　
　
全
体
と
し
て
は
　
　
　
　
　
　
八
一
％
（
一
二
二
名
）

　
右
の
如
き
数
値
を
示
し
て
居
る
。
二
〇
年
以
上
の
教
歴
者
二
七
睡
中
に
は
校
長
六
、
教
頭
＝
が
含
ま
れ
て
居
り
、
云
わ
ば
教

　
育
の
ベ
テ
ラ
ン
で
あ
る
。
こ
の
教
育
経
験
者
が
、
九
六
％
の
高
率
を
研
修
態
度
に
示
し
た
事
実
は
、
極
め
て
意
味
深
い
発
見
で

　
あ
る
と
考
え
る
。

d
、
教
師
の
人
格
性
格
以
下
の
各
要
素
の
う
ち
、
第
六
位
の
職
場
に
於
け
る
人
間
関
係
で
あ
る
。
同
僚
、
校
長
、
指
導
主
事
等
と

　
の
具
体
的
関
係
に
つ
い
て
の
吟
味
考
察
は
後
に
来
る
反
応
の
項
に
譲
る
と
し
て
も
、
対
学
習
者
関
係
以
外
に
、
職
場
に
於
け
る

　
人
間
関
係
が
、
現
代
教
師
に
学
習
指
導
能
力
以
上
に
重
要
な
要
素
と
し
て
現
れ
て
居
る
点
に
注
目
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
こ
の
発
見

　
も
著
者
の
全
く
予
期
せ
ざ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

2
、
要
素
の
分
析
一
教
師
像
構
成
要
素
の
因
子

　
内
容
分
析
は
第
4
表
に
依
っ
て
九
つ
の
要
素
に
つ
い
て
順
を
追
っ
て
試
み
る
こ
と
に
す
る
。
各
表
に
そ
の
内
容
は
よ
く
現
れ
て
居

る
が
、
表
を
見
る
の
に
若
干
の
説
明
が
必
要
か
と
思
わ
れ
る
。

　
順
位
は
因
子
の
頻
度
の
高
い
も
の
か
ら
は
じ
ま
っ
て
居
り
、
各
因
子
に
つ
い
て
の
数
字
は
頻
度
数
を
示
し
、
つ
づ
い
て
反
応
％
の

枠
内
の
数
字
は
頻
度
数
全
体
に
対
す
る
百
分
率
で
あ
る
。
又
反
応
者
数
と
因
子
数
と
は
必
ず
一
致
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
そ
れ
は
資
料
整

理
方
法
（
原
則
5
）
に
従
っ
て
、
各
要
素
一
反
里
心
因
子
採
択
に
依
っ
た
故
で
あ
る
。



一般教養の内容分析第4表の1

数値因予及び譲
計
　
　
　
　
　
8
4

一凶

?
B
舞
等
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用
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な
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｝
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市
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覚
2

　
　
せ
　
に
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陣
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穿
求
を
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蟹
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入
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催
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齢
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障
．
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む
　
　

劉
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覧
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鼻
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霧
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制
一部「日－蕊

鑑
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用
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三

高
い
教
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持
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16．　5

る
こ
と
1
2
　
　
　
　
　
　
」

入
生
観
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識
の
確
立
せ
　
2
4

自IO年

至20年

48
一ら6一名

96．0％

7．1

勤
を
姦
的
覧
る
ヨ
、

視
野
・
広
い
・
と
2
霜

知
性
豊
か
な
る
・
と
2
瓢

も
の
6

教
育
者
の
誇
り
を
も
つ

る
こ
と
1
4

人
生
観
見
識
の
確
立
せ

50．2121．4
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あ
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臣

一
来
る
4
　
　
　
　
　
…
羽

飛
韓
羅
雛

畜
識
的
で
あ
る
・
者
扁

建
設
的
思
想
9

発
性
豊
か
な
る
・
と
旦

視
野
の
広
い
こ
と
1
2

17A］一一：一＝

15．6i　5．6
7
． 5

・
人
1
2
　
　
　
　
　
　
　
　
｝
5

　
物
事
を
客
観
的
に
見
る
｛
孔

古酬

｢
醜
美
の
掴
樹
ー
ー
口
．

，
鞘
空
写
宏
圃
，

雇
麗
鑑
の
確
立
さ
無

反応％

全体
160
　　名162

98．8％

反応％

現
代
教
師
像
の
研
究

ゴ
＝



　
　
　
現
代
教
師
像
の
研
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
二

4
表
の
1
　
一
　
般
　
教
養

　
a
、
最
も
顕
著
な
る
反
応
は
、
そ
の
全
体
を
見
る
時

　
　
　
人
生
観
、
識
見
の
確
立
せ
る
事
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
ニ
．
五
％
4

　　

@
教
薯
の
誇
り
を
持
つ
事
　
　
　
蓋
・
・
危
計
四
八
・
七
％
で
あ
菟

　
　
　
高
い
馨
知
性
を
持
つ
事
　
　
　
　
＝
三
勉

特
に
、
こ
れ
を
教
歴
段
階
か
ら
見
る
時
、
そ
の
反
応
は
更
に
著
し
い
傾
向
を
示
し
て
居
る
。
即
ち
、
以
上
の
三
因
子
の
合
計
率
は

　
　
一
〇
年
以
下
の
群
　
　
　
　
三
五
・
七
％
（
八
四
名
中
三
〇
名
）

　
　
一
〇
年
一
二
〇
年
群
　
　
　
五
七
・
七
％
（
四
八
名
中
二
八
名
）

　
　
二
〇
年
以
上
の
群
　
　
　
　
七
八
・
八
％
（
二
八
名
中
二
二
名
）

で
あ
る
。
こ
の
事
実
は
、
教
育
者
が
経
験
を
つ
む
に
従
っ
て
、
上
述
の
如
き
哲
学
、
教
養
、
知
性
を
要
求
す
る
か
と
云
う
こ
と
を
最

も
端
的
に
物
語
っ
て
居
る
。

　
b
、
反
応
因
子
の
種
類
に
つ
い
て
は
、
二
〇
年
以
上
群
よ
り
は
｝
○
年
以
下
群
は
、
六
に
対
し
二
四
を
示
し
、
経
験
者
は
は
っ
き

り
し
た
反
応
を
示
し
て
居
る
。
こ
の
因
子
の
種
類
の
多
い
と
云
う
こ
と
は
、
内
容
が
豊
富
で
あ
る
と
か
、
教
養
の
幅
が
広
い
と
も
云

い
得
る
。
又
種
類
が
少
い
と
云
う
こ
と
は
教
育
者
教
養
に
は
は
っ
き
り
し
た
、
信
念
に
基
い
た
一
点
を
強
く
示
さ
れ
て
居
る
と
も
解

し
得
る
の
で
あ
る
。
け
だ
し
筆
者
の
観
察
で
は
、
反
応
者
を
具
体
的
に
知
る
だ
け
に
、
即
ち
深
い
高
い
又
広
い
教
養
の
持
主
だ
け
に
、

長
い
経
験
か
ら
来
た
教
育
信
条
に
基
い
た
結
果
の
現
れ
だ
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。



4
表
の
2
　
学
識
・
専
門
知
識
・
教
材
の
マ
ス
テ
リ
ー

　
a
、
専
門
教
養
と
し
て
、
教
材
、
学
習
者
に
関
す
る
知
識
、
教
育
学
、
指
導
に
関
す
る
知
識
技
術
等
の
因
子
が
一
般
教
養
に
つ
い

で
高
い
反
応
を
示
し
た
事
は
、
現
職
者
の
切
実
さ
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
す
べ
て
教
材
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
と
同
時
に
、

第4表の2　学識・専門知識（教材を含む）の分析

反応及び数値
容

…
計
．
　
　
　
7
0

1
0．

9
　
其
の
他
3

8
　
学
問
の
新
鮮
味
2

7
　
社
会
変
化
に
適
応
2

6
　
教
育
信
条
の
確
立
3

5
教
育
哲
学
・
原
理
4

．
引
指
導
技
術
が
豊
富
1
0

｛
ポ
、
学
習
者
の
理
解
1
4

　
－
9
博
学
学
馨

　
　
1
7

　
　
教
材
に
対
す
る
絶
体
性

　
　
　
　
　
下

墨
　
　
　
　
　
以
　
名
　
甥

　　

@　

@
碑
四
｝
糾
鴎

、
墾

　
　
　
’
0
…

　
　
　
㎜
　
　
　
4
2

　
－
．
二
．
i

　
　
T

…
…
呂

　
　
，
，
』

　
　
　
　
　
学
問
の
新
鮮
味
2

…
…
1
2
－

　
　
｝
四
　
学
問
の
綜
合
性
2

　
　
而

　
　
　
沼
－

　
　
一
5

　
　
　
　
　
指
導
技
術
の
豊
富
2

14．320．　0反応％ 24．　2121．4

［ 99．　84．84．8

「
警
信
条
の
確
立
2
稲

i4．s

一
学
習
者
の
理
解
5

教
育
・
哲
学
・
原
理

一
厳
断
に
ト
附
膝
ゐ
絶
捧
性
ー
ド
3
5

　
　
　
　
　
　
　
　
鰯

博
学
・
学
識
7

15
　
年
年
　
名

　
0
　
　
0

　
モ
　
　
　
　
　
　
　

　
自
至
　
4
5

反応％
　　　　　　　　　　　　　　　

35．7i16。6［16．611L9

23

100．O　　’t

学
問
の
綜
合
性
3

　　　　　旨

“
13．0！

．
教
育
信
条
の
確
立
3

辮
緒
絶
対
性

1’一一i

17．4113．0

　　　「教
　　　　章

20年以上哲

23　　学
廊一名旨・

　　　原
82．1％1理

　　　7

135

100．O

一
其
の
他
3
　
　
　
　
餌

応
2
　
　
　
　
　
　
　
［
3

社
会
変
化
に
対
す
る
適
一
1

学
問
・
新
礫
4
蕊

寧
問
の
綜
合
性
5
　
留

「
書
割
・
副
剖
蕊

指
導
技
術
の
豊
富
1
2
　
翻

警
・
哲
学
原
酒
蕊

学
習
者
の
理
解
1
9

．．一一一．」．”

PLLI一一一一．

反応％　i30・526・1

博
学
・
学
識
2
8

2T潤D61fit．7

辮
に
対
す
羅
対
性
舜

全　体

135
互62名

83．3％

反応％

現
代
教
師
像
の
研
究

三
三



　
　
　
　
現
代
教
師
像
の
研
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
四

教
育
作
用
を
左
右
す
る
学
力
に
直
結
す
る
も
の
で
あ
る
だ
け
に
、
経
験
者
に
は
生
命
的
意
味
を
も
つ
も
の
で
あ
る
。

　
b
、
二
〇
年
ま
で
の
教
歴
者
に
は
、
教
材
マ
ス
テ
リ
！
が
絶
対
価
値
と
し
て
高
率
を
示
し
て
居
る
の
に
対
し
、
二
〇
年
以
上
の
べ

研究態度の分析ee　4表の3

値数び及応反譲
立田2i3困5161718回10111i2「計

60

其
の
他
2

5－1．一531

99．8

齢
の
人
間
完
成
を
志
蕊

輌
鍵
外
の
も
の
に
も
一
鎚

託
す
る
2

事
務
に
終
ら
な
い
で
研

自
己
反
省
4

6．61　3．3

研
究
生
た
る
・
自
覚
・
蕊

見
解
を
重
視
す
る
5

8．3

実
験
的
態
度
5

自
発
的
研
究
6

共
同
研
究
を
歓
迎
8

覚
す
る
1
0

指
導
技
術
の
困
難
を
自

10生
徒
と
共
に
勉
強
す
る

16．　5116．　5i13．　4110．　Oi　8．3

10年以下

　60
巫『名

　72．6％

反応％

35

99．9

共
同
研
究
を
歓
迎
2

見
解
を
重
視
す
る
2

　1
5．7t　5．7

　L

自
発
的
研
究
2

究
す
る
2

事
務
に
終
ら
な
い
で
研

覚
す
る
3

指
導
技
術
の
困
難
を
自

研
究
生
た
る
の
自
覚
3

gl．’16　b　’sl　61Lgl．’771　gi

雷
の
人
間
完
成
を
志
璽

　一
生
徒
と
共
に
勉
強
す
る

．
向
う
4

4i11．4

27

99．9

自
発
的
研
究
2

向
う
3

一
教
務
以
外
の
も
の
に
も

癬
材
以
外
・
も
の
に
も
…
些

㎜
自
己
反
省
9

　

自10年

至20年

？／名

76，0％

反応％125．7

一
研
究
生
た
る
の
自
覚
5

す
7

自
己
の
人
間
完
成
を
志
一
2
5

自
己
反
省
1
0

3MC．　gi2－sTg［its，．611rli－Ji’．　i　lfi．，

20年以上

　27廊一名

　96．4％’

反応％

122

100．O

一
品
の
他
2

究
す
る
4

一
事
務
に
終
ら
な
い
で
研

1．63．3

隠
密
的
態
度
5

4．1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
’
7

一
見
解
を
重
視
す
る
7
1
5

＝痛
営
外
の
も
の
に
も
一
隅

＝
蕎
研
究
姦
迎
m
μ

自
発
的
研
究
1
0

研
究
生
た
る
の
自
覚
1
2
　「一9．　91　8．2

欝
朧
の
困
讐
自
砺

…
舗
の
人
間
完
成
を
志
痛

劉
と
共
に
勉
強
す
る
図

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

自
己
反
省
2
3
　
　
　
区

全　体

122
　　名162

81．5％

反応％



テ
ラ
ン
は
教
育
原
理
及
び
哲
学
が
高
く
評
価
さ
れ
て
居
る
点
に
注
目
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
思
う
。

4
表
の
3
　
研
修
　
態
　
度

　
a
、
自
己
反
省
、
自
己
の
人
間
完
成
を
志
す
、
研
究
生
た
る
の
自
覚
、
指
導
技
術
の
困
難
性
の
自
覚
、
自
発
的
研
究
等
に
よ
っ
て

七
〇
％
を
占
め
て
居
る
。
こ
れ
は
、
す
べ
て
教
師
の
内
的
自
覚
に
侯
た
ね
ば
な
ら
ぬ
因
子
の
み
で
あ
る
。
而
か
も
、
教
え
る
為
の
教

材
研
究
態
度
の
範
囲
が
、
非
常
に
拡
大
さ
れ
た
人
間
完
成
の
人
生
の
根
本
問
題
に
反
応
の
根
拠
が
置
か
れ
て
居
る
こ
と
は
見
の
が
せ

な
い
点
で
あ
る
。
特
に
二
〇
年
以
上
の
教
皇
者
に
全
て
こ
の
傾
向
が
判
然
と
し
て
居
る
。

　
b
、
次
に
指
摘
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
事
は
、
生
徒
と
共
に
勉
強
す
る
、
共
同
研
究
の
歓
迎
と
云
う
反
応
が
二
〇
％
を
示
し
て
居
る
。
こ

れ
は
近
代
教
育
学
の
傾
向
で
あ
る
事
が
、
教
師
の
間
に
判
然
と
現
れ
て
居
る
と
云
え
よ
う
。

　
c
、
二
〇
年
以
上
の
群
は
、
そ
の
反
応
因
子
が
少
数
に
限
ら
れ
て
居
る
事
も
特
徴
と
云
え
よ
う
。

4
表
の
4
　
人
格
・
性
格
の
分
析

　
a
、
人
格
要
素
に
於
て
最
も
意
外
な
る
発
見
は
、
積
極
性
、
進
歩
革
新
性
、
責
任
感
、
社
会
性
及
び
公
平
等
の
因
子
が
六
六
％
の

高
率
を
示
し
た
点
で
あ
る
。
明
朗
、
強
健
、
従
順
等
の
因
子
は
僅
か
に
一
八
％
を
示
し
た
に
過
ぎ
な
い
。
こ
の
予
期
せ
ざ
る
傾
向
は
、

教
職
歴
の
三
段
階
を
通
じ
て
ほ
ぼ
同
一
歩
調
を
示
し
て
居
る
点
も
亦
興
味
あ
る
事
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
日
本
の
教
育
界
は
動
い
て
居

る
、
建
設
途
上
に
あ
る
、
曲
節
を
経
て
居
る
と
云
う
こ
と
の
反
映
で
も
あ
る
と
云
え
よ
う
。

　
　
　
現
代
教
師
像
階
の
研
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
一
五



現
代
教
師
像
の
研
究

三
六

第4表の4 人格・性格の分析

硬容1
反応及び数値：譲

計1
2

10
9
　
穏
健
1

　
　
誠
実
性
2

．
P

　
　
冷
静
2

1
7’

P
・

．
博聞溝

上
立

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
0
・

　
　
　
　
0
　
　
　
　
　
　
　
a

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
皿

寛
容
－
　
　
　
回

る
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
5

1
素
直
に
他
人
に
六
三
L
ー
ユ
＝
．

忍
耐
性
－
　
　
　
　
％2．5

責
任
感
・
強
い
・
と
立

7．5

1g．　51－51．’6，

公
平
5

明
朗
性
5

．社

?
ｫ
に
富
む
5

進
歩
革
新
性
6

積
極
性
・
熱
心
8

20・叩5二D12・！li2・5112・5

10年以下

　40
駆｛名

47．6％

反応％

4
1

99．5

誠
実
劉
■
．
一
…
脳
．

穏
健
1

護
に
他
人
糧
聴
す
冗

進
歩
革
新
性
4
　
「

皿
積
極
性
熱
心
4
　
　

g．　7」　g．　7i　4．　sl　2．4

可
朗
性
4

9．7

寛
容
5

12．1

公
平
5
　
　
　
痴

雛
糊
騨
臆
嘱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
2

自10年

至20年

41
玉6一名

8Z．　O　．％

反応％

26

100．0に“

進
歩
革
新
性
1

4．7

102

忍
耐
性
－
　
　
　

冷
静
2

讃
に
他
人
撮
聴
㌔

穏
健
－
　
　
」

寛
容
6

“
誠
実
性
7

．
明
朗
性
9

進
歩
・
革
新
性
m
「

誠
実
性
4

1g．o

恩
義
　
　
　
一
欄

積
書
熱
心
6
薦

責
任
感
・
強
い
・
者
獅

繁
竺
聯

公
平
m
　
　
　
一
9

社
会
性
に
富
菖
　
祈

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア

責
任
感
の
強
い
こ
と
1
5
茄

一
－
　
　
　
　
　
　
　
　
η

積
極
性
・
熱
心
1
8
　
　
　
7
・

　
　
　
体
　
名
　
％
　
％

　　

@
除
軽
信
鵬

巨，．8i、．81．、，95．、ト．，ii．，トb｝1。。11。。ゐ

　
b
、
　
こ
～
こ
ま
、

居
る
こ
と
で
あ
る
。

親
切
と
か
、
ユ
ー
モ
ア
と
か
威
厳
の
あ
る
と
か
、
潔
癖
と
か
清
潔
と
か
の
反
応
は
、
殆
ん
ど
そ
の
影
を
消
し
て



4
表
の
5
　
生
徒
関
係
又
は
教
育
情
熱

　
a
、
教
育
情
熱
、
生
徒
を
理
解
す
る
努
力
、

生
徒
か
ら
信
頼
さ
れ
る
の
三
反
応
が
六
四
％
の
高
率
を
示
し
て
居
る
。

生徒との関係の分析第4表の5

値旧び及応反騰
立1112！3｝4；51617181g110111i、21言十

42

99．　6

　生
徒
に
と
け
入
る
態
度

感
化
力
2

．
稲

4．8

継
し
み
な
く
努
力
す
稲

な
い
2

唱
生
徒
と
な
れ
合
に
な
ら

　よ
き
相
談
相
手
と
な
る

よ
く
知
る
3

生
徒
の
具
体
的
な
事
を

ナ「己「互’春「i∫唇

綜
合
診
断
技
術
3

　生
徒
か
ら
信
頼
さ
れ
る

19．01　7．0

生
徒
を
理
解
す
る
8

珈
情
を
も
つ
て
接
す
る

27

99．8

1
．
三
三
に
と
け
入
る
鰻
西

…
2

…
生
徒
か
ら
信
頼
さ
れ
る

万
霜
談
相
手
と
な
亙
　［一”tTT
7．41　7．4

』1
9
」
一
1

薦
．
甕
情
を
も
つ
て
接
す
る

10年以下

42
厭「名

47．6％

19

99．7

潔
に
と
け
入
る
態
堅
璽

勤
し
み
な
く
努
力
す
砺

繍
が
れ
合
に
な
ら
［
u
綜
合
診
断
技
術
・

繭
合
診
断
午
熱

蚕
徒
を
理
解
す
・
・
痂

28．　5

反応％

自10年

至20年

27

百名

　54％

反応

10．5

．
生
徒
を
評
す
皆
爵
．

簿
か
ら
信
頼
さ
れ
る
漏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

愛
情
を
も
つ
て
接
す
る
　
3
1

20年以上

19
廊一名

67，8．％

反応％

86

99．　6

感
化
力
2

2．2

よ
く
知
る
3

生
徒
の
具
体
的
な
事
を

る
4

骨
惜
し
み
な
く
努
力
す

　よ
き
相
談
相
手
と
な
る

4．5［　3．44．5

駄
駄
な
れ
合
に
な
ら
扁

d
生
徒
に
と
け
入
る
態
度

6．7

綜
合
診
断
技
術
8
蕊

劉
か
ら
信
頼
さ
れ
る
蘭

生
徒
を
理
解
す
る
1
8

24愛
情
を
も
つ
て
接
す
る

全 体

88
　　　名
162

53．1％

27．　3120．　5反応％

現
代
教
師
像
の
研
究

三
七



　
　
　
現
代
教
師
像
の
研
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
八

　
b
、
綜
合
診
断
技
術
の
反
応
の
現
れ
た
事
は
近
代
教
育
原
理
の
反
映
か
と
も
考
え
ら
れ
る
。
又
一
面
現
職
教
師
は
こ
の
種
の
技
術

に
な
や
ま
さ
れ
て
居
る
と
も
云
え
る
の
で
あ
る
。

　
c
、
生
徒
と
な
れ
合
に
な
ら
な
い
、
生
徒
に
と
け
入
る
態
度
等
の
反
応
が
＝
二
％
も
示
し
て
居
る
こ
と
も
、
半
ば
具
体
性
を
も
つ

た
教
育
精
神
の
現
れ
と
云
え
よ
う
。

4
表
の
6
　
職
場
に
於
け
る
人
的
関
係

　
こ
の
要
素
が
一
六
二
名
の
五
〇
％
の
反
応
を
示
す
と
は
、
著
者
の
全
く
予
想
せ
ざ
る
事
で
あ
っ
た
。
然
か
も
教
導
段
階
に
分
化
し

て
見
る
と
、
次
の
如
く
で
あ
る
。

　
　
一
〇
年
以
内
群
　
　
　
　
　
　
四
七
・
⊥
ハ
％
（
八
四
名
中
三
九
名
）

　
　
一
〇
年
か
ら
二
〇
年
群
　
　
　
四
八
・
○
％
（
五
〇
名
中
二
四
名
）

　
　
二
〇
年
以
上
群
　
　
　
　
　
　
六
四
・
三
％
（
二
八
名
中
一
八
名
）

以
上
の
数
値
は
、
古
参
の
教
師
、
校
長
、
教
頭
の
階
級
に
な
る
程
学
校
に
於
け
る
人
的
関
係
に
つ
い
て
関
心
が
強
く
、
良
い
教
師
は
、

こ
の
関
係
が
正
し
く
調
整
出
来
て
居
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
と
云
う
こ
と
を
は
っ
き
り
示
し
て
居
る
と
云
え
よ
う
。

　
a
、
反
応
因
子
の
整
理
を
し
て
見
る
と

　
　
　
　
協
調
の
出
来
る
人
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
・
O
％

　
　
　
　
教
育
信
条
に
忠
実
勇
敢
な
る
人
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六
・
四
％



職場に於ける人的関係の分析ng　4表の6

値数び感応反

乱121
1

1
0

987654321

Ni内容

論
　回答率

39

99．3

協
力
2
　
　
　
　
　
　
［
」

校
長
・
学
校
の
方
針
に
㎜
5

鑑
郵
の
権
力
に
趾
π

剣
淵
驚
に
対
し
批
無

位
の
高
揚
に
努
力
す
る
5
」

教
委
は
教
師
の
社
会
的
地
1
舞

い
こ
と
5

処
世
遊
泳
術
を
用
い
な

出
来
る
教
師
を
起
用
5

独
立
で
正
し
い
判
断
の

協
調
の
出
来
る
人
5

交
渉
9

育
信
条
に
規
定
の
人
事

生
徒
を
第
一
と
す
る
教

10年以下

39
94…名

47．6％

12．　7　1　12．　712．723．　0反応

24

99．8

三
七
者
は
排
除
す
蕊

も
く
っ
し
な
い
2

真
理
の
前
に
は
何
人
に

8，3

離
騒
響
熱
型

経
緯
南
面
甥
㎝

交
渉
3

育
信
条
に
規
定
の
人
事

生
徒
を
第
一
と
す
る
教

知
3

先
輩
・
後
輩
の
序
を
認

協
力
4

校
長
・
学
校
の
方
針
に

協
調
の
出
来
る
人
5

自10年

至20年

24

豆名

　48％

12．5　112．51　8．312．520．8　1　16．　6反応％

18

99．8

79

も
く
っ
し
な
い
2
　
　
一

真
理
の
前
に
は
何
人
に

談
ず
る
2
　
　
　
　
一

主
事
に
専
門
の
事
は
相
｛
2

．6i　2．　61　100．O

銃
齢
出
力
に
く
扁

．
る
4

偏
向
教
育
者
は
排
除
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

壁
貫
謹
排
除
す
一
旧

一
い
こ
と
2

…
処
世
遊
泳
術
を
用
、
い
な

一
知
2

一
先
輩
・
後
輩
の
序
を
認

一
交
渉
3

…
育
信
条
に
規
定
の
人
事

生
徒
を
第
一
と
す
る
教

協
力
4

一
校
長
．
学
校
の
方
針
に

協
調
の
出
来
る
人
5

20年以上

　　18
　酉一名

　64．3％

22．2 16．627．7反応％

5．2

判
的
た
れ
5

教
委
の
指
示
に
対
し
批

鶉
蠣
鵬
勧
認
識

6．21　6．2

知
5
　
　
　
　
　
　
　
　
2

先
輩
・
後
輩
の
序
を
認
　
6

い
こ
と
7
　
　
　
　
　
　
」

処
世
遊
泳
術
を
用
い
な
　
8

出
来
る
教
師
を
起
用
8

独
立
で
正
し
い
判
断
の

協
力
1
0

校
長
・
学
校
の
方
針
に

10．2

交
渉
1
3

育
信
条
に
規
定
の
人
事

生
徒
を
第
一
と
す
る
教

協
調
の
出
来
る
人
掲

16，4 12．719．0

体全

79
162名

50％

反応％

現
代
教
師
像
の
研
究

三
九



　
　
　
現
代
教
師
像
の
研
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
〇

　
　
　
　
独
立
で
判
断
の
出
来
る
人
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
・
二
％

　
　
　
処
世
遊
泳
術
を
用
い
な
い
人
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
・
七
％

　
　
　
　
先
輩
後
輩
の
序
を
守
る
人
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⊥
ハ
・
二
％

　
　
　
　
真
理
に
忠
実
勇
敢
な
る
人
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
・
六
％

　
　
　
　
　
　
　
計
六
三
・
一
％

　
学
校
社
会
に
於
て
仕
事
を
す
る
も
の
に
と
り
、
上
述
の
六
三
％
の
内
容
を
身
に
つ
け
る
こ
と
は
当
然
の
事
で
あ
る
。
更
に
、

　
　
　
　
校
長
の
方
針
に
協
力
す
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
・
七
％

　
　
　
　
指
導
主
事
に
相
談
す
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
・
六
％

　
　
　
　
偏
向
教
育
を
排
除
す
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
・
二
％

　
　
　
　
　
　
　
計
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
・
五
％

　
こ
の
二
〇
・
五
％
も
集
団
、
特
に
目
的
を
共
同
遂
行
し
て
居
る
以
上
当
然
守
る
べ
き
内
容
で
あ
る
。
然
し
乍
ら
現
職
の
教
師
が
当

然
の
事
に
神
経
が
敏
感
に
な
る
処
に
、
現
在
の
日
本
教
育
の
問
類
が
潜
在
し
て
居
る
の
で
あ
る
。

　
b
、
特
に

　
　
　
　
教
育
委
員
会
は
教
師
の
地
位
高
揚
に
努
力
す
る
こ
と
　
　
　
　
　
　
　
　
六
・
二
％

　
　
　
　
指
導
主
事
の
権
力
に
屈
し
な
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
・
九
％

　
　
　
　
　
　
　
計
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
・
一
％



以
上
の
一
〇
％
は
常
態
に
於
て
は
、
先
ず
あ
り
得
な
い
教
師
の
精
神
現
象
で
あ
る
。

4
表
の
7
　
学
習
指
導
能
力
と
技
術

指導能力と技術の分析第4表の7

反応及び数値
計

譲
立i■2i3141引67「819110

3
1

100

究
明
し
て
い
る
か
2
　
｛
る

生
徒
と
教
材
の
相
関
を
一
6

　生
徒
と
共
同
学
習
能
力

1
8

99，　8

一
師
…
百
標
意
識
・
誘
叢
術
・
而

い
る
か
を
反
省
す
る
3
　
…
」

経
験
と
知
性
を
活
か
し
て
9

導
能
力
4
　
　
　
　
　
㎜
’
9

楽
し
い
学
習
と
な
る
指
　
1
2

指
導
技
術
の
高
揚
4
　
四

1
5

99．8

一…

Q
　
　
　
　
　
一
d
，

…
個
人
差
に
応
ず
る
指
導
一
1
1

…
自
発
学
習
の
導
入
力
2

ヨ

　目
標
意
識
の
誘
発
技
術

　個
人
差
に
応
ず
る
指
導

12。902．9

一
平
等
に
扱
う
能
力
2

一
導
能
力
3

楽
し
い
学
習
と
な
る
指

指
導
狡
術
の
高
揚
3

16．　6116，　5

　　1

　　　1発技
　　　睡術
　　　ト段の
10年以下階マ

　　　　にス

雪煙言
・6…錫

　　　　導

反応％25．8

　　　発券
　　　馬術
自10年段の

至20`階マ

18

可名

26．0％

にス
応テ
じり

た［

指4
導

i22．　2反応％

工
夫
2
　
　
　
　
　
　
　
一
3

生
徒
の
経
験
を
活
か
す
一
1
3

究
明
し
て
い
る
か
4
　
　
渇

臣
徒
巌
材
の
相
関
を
　
駐
β

4
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
6

生
徒
と
共
同
学
習
能
力
　
箆

諜
難
曲
溜
獅
導
蔑

20年以上

15
酉一名

53．5％

反応％

64

99．9

工
夫
2

生
徒
の
経
験
を
活
か
す

3．1

自
発
学
習
の
導
入
力
2
｛
銅

平
等
に
扱
う
能
力
2
　
　
訓

一
い
る
か
を
反
省
す
る
3
　
　
焔

経
験
と
知
性
を
活
か
し
て
4

一
究
明
し
て
い
る
か
6
　
…
4

…
生
徒
と
教
材
の
相
関
を
…
9

拶
と
蕎
学
習
能
力
願

配
鑑
識
の
誘
護
術
蕊

6
　
　
　
　
　
　
　
一
4

個
人
差
に
応
ず
る
指
導
｝
9

指
導
技
術
の
高
揚
7

10．9

導
能
力
7
　
　
　
　
　
…
』

楽
し
い
学
習
と
な
る
指
…
1
0

．
技
術
の
マ
ス
テ
リ
ー
1
7
　
…
渇

．
発
達
段
階
に
応
じ
た
指
婆
2
6

全　体

64
篤知名

39．5％

反応％

現
代
教
師
像
の
研
究

四
一



　
　
　
現
代
教
師
像
の
研
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
二

　
反
応
に
あ
ら
わ
れ
た
学
習
指
導
技
術
及
び
能
力
に
関
す
る
も
の
は
予
想
に
反
し
低
調
で
あ
る
。
全
体
と
し
て
見
る
と
き
、
四
〇
％

が
こ
の
要
素
に
対
し
関
心
を
示
し
て
居
る
。
教
歴
年
数
段
階
に
分
化
す
る
と

　
　
　
　
一
〇
年
以
下
の
群
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
六
・
九
％

　
　
　
　
一
〇
年
か
ら
二
〇
年
群
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
六
・
○
％

　
　
　
　
二
〇
年
以
上
の
群
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
三
・
五
％

二
〇
年
以
上
の
経
験
者
が
一
番
高
い
率
を
示
し
て
居
る
事
は
注
意
に
価
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
a
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
指
導
上
あ
ら
ゆ
る
方
面
に
亘
っ
て
居
る
こ
と
は
極
め
て
重
要
な
点
だ
と
思
わ
れ
る
。

　
b
、
特
に
、
学
習
及
び
児
童
心
理
、
教
．
材
と
生
徒
生
活
と
の
相
関
関
係
、
学
習
目
標
と
教
材
目
標
と
の
関
連
性
等
に
わ
た
っ
て
居

る
こ
と
は
見
の
が
す
こ
と
の
出
来
な
い
貴
重
な
点
で
あ
る
。

　
c
、
生
徒
の
経
験
を
如
何
に
活
か
す
か
と
云
う
反
応
な
ど
は
、
現
代
教
育
の
焦
点
を
突
い
た
感
が
あ
る
。

4
表
の
8
　
教
師
の
趣
味

　
a
、
趣
味
の
研
究
で
予
想
外
の
発
見
は
、
二
六
・
四
％
の
高
率
を
示
す
、
　
「
教
師
は
賭
事
、
下
品
な
趣
味
を
高
く
評
価
し
な
い
」

と
云
う
反
応
因
子
で
あ
る
。
下
品
な
趣
味
と
云
う
表
現
の
内
容
に
つ
い
て
の
解
釈
に
つ
い
て
は
、
判
然
た
る
も
の
が
見
当
ら
な
い
が
、

性
的
に
関
す
る
も
の
で
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
賭
事
、
性
的
関
心
は
、
と
も
に
人
間
の
本
能
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
だ
け
に
、
こ
の

反
応
に
つ
い
て
の
解
釈
は
デ
リ
ケ
ー
ト
な
も
の
が
あ
る
。
け
だ
し
、
現
代
社
会
悪
の
根
源
と
し
て
賭
事
で
あ
り
、
性
的
異
常
を
解
し



趣味の内容分析第4表の8

反応及び数値
容．

内
　
　
頂

617i8　91101計・薩譜．1 2131415

26

99．　6

科
学
的
趣
味
2

芸
術
的
趣
味
2

7．6L　7．6

と
3
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’
4

文
学
的
関
心
の
高
い
こ
　
1
1

多
幸
で
あ
・
・
と
4
置

く
評
価
し
な
い
5
　
　
一
2

賭
事
下
品
な
趣
味
を
高
一
1
9

つ
5
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2

ス
ポ
　
ソ
に
　
　
を
も
　
ロ

一
芝
長
ず
・
・
と
5
漉

10年以下

26
　　名84

30．9％

反応％

15

100．O

鷹
冠
す
・
馨
漏

三
献
味
と
を
薮
記

せ
る
2

趣
味
を
教
育
に
役
立
た

多
趣
味
で
あ
る
こ
と
2

つ
3

ス
ポ
ー
ツ
に
関
心
を
も

騒
鷹
鶴
脚
を
高
瞬

自10年

至20年

15
36『名

30％

反応％　133・3i20・0113・3113・3

1
1

99．7

っ
2
　
　
　
　
　
　
　
…
。
ー

ス
ポ
ー
ッ
に
関
心
を
も
…
1
8

多
趣
味
で
あ
る
、
し
と
2
阪

せ
る
3
　
　
　
　
　
　
「
2
一

趣
味
を
教
育
に
役
立
た
「
2
7
［

　
評
価
し
な
い
4
　
　
　
3

鰹　事
下
品
な
趣
味
を
高
　
3
6

20年以上

　11廊－．名

　29．3％

53

的
考
え
方
1

外
国
語
に
対
す
る
教
養

1．81　99．6

科
学
的
趣
味
2

芸
術
的
趣
味
2

3．73．7

す
る
2
　
　
　
　
　
　
　
　
」

専
門
と
趣
味
と
を
一
致
　
3

義
鵤
心
の
高
い
こ
蕊

せ
る
5
　
　
　
　
　
　
　
沼

趣
味
を
教
育
に
役
立
た
　
9

反応％

；
歪
長
ず
・
・
と
・
函

多
趣
味
で
あ
る
・
田
畑

論
i
ツ
に
関
心
を
も
　

陰
口
謙
嚇
を
十

全　体

53
　　名162

32．7％

反応％ 26．4118．8

て
よ
い
だ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。

　
b
、
二
〇
年
以
上
の
教
歴
群
は
反
応
因
子
種
目
は
最
も
少
く
、

る
。

現
代
教
師
像
の
研
究

又
趣
味
を
教
育
に
役
立
た
せ
る
と
云
う
こ
と
も
注
意
す
べ
き
で
あ

四
三



　
　
　
現
代
教
師
像
の
研
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
四

4
表
の
9
　
父
兄
関
係
の
内
容

　
a
、
二
五
％
の
四
一
名
が
こ
の
要
素
を
指
摘
し
て
居
る
。
そ
の
半
数
が
「
父
兄
か
ら
信
頼
さ
れ
る
教
師
」
と
の
反
応
を
示
し
て
居

る
。
信
頼
さ
れ
る
が
進
む
と
、
そ
れ
は
「
よ
き
相
談
者
」
と
な
る
の
で
あ
る
。

　
b
、
そ
の
仙
の
反
応
因
子
は
、
父
兄
関
係
或
い
は
父
兄
と
接
遷
す
る
場
合
の
注
意
事
項
で
あ
る
。

　
c
、
父
兄
に
交
渉
を
持
つ
場
合
の
原
理
と
そ
の
方
法
が
二
五
％
に
及
ぶ
と
云
う
事
実
は
、
現
代
教
育
原
理
の
反
映
と
云
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

第4表の9 父兄関係の内容分析

譲L・… 反応及び数値
巨”1．一1一．’一a’．』’．♂も一一．評

　1

17

99．　9

．
雛
の
よ
き
警
相
談
激

動
翻
連
絡
書
終
ら
薦

．
細
螺
り
信
頼
さ
れ
る
　

10年以下

17
　　名84

20．2％

反応％58．0

　
　
　
　
　
寿
．
．

控
　
　
弾

阪
麩
認
内
部
に
侵
互

纏
葎
で
父
兄
に
匙

し
な
い
こ
と
2
　
　
　
一

必
要
以
上
に
父
兄
と
面
一

雛
の
よ
き
警
相
談
蘭

12

99．8

．
3
　
．

荒
塗
葎
で
父
兄
に
接
回

廊
羅
驚
・
燕

　
　
一
生
徒
の
家
庭
内
部
に
侵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
5

鋤
鷹
1
2
信
頼
さ
れ
胞
嘱
．

盤
2
諮
碗
脇

　
　
自
至
ユ
5
2
　
反

「
－

睡
師
5

｝
父
兄
よ
り
信
頼
さ
れ
る

20年以上

　12　「2宮馳名

46．8％

41

一
歓
飢
誹
餌
内
部
に
9．　71

　　P

100

な
い
4
　
　
　
　
　
　
　
　
。
7

形
式
的
連
絡
会
に
終
ら
　
9

口
写
で
父
兄
に
高
ず

し
な
い
こ
と
4

必
要
以
上
に
父
兄
と
接

一
騎
の
よ
き
警
相
談
　b2．1i　9．7

．
塑
鷺
號
り
信
頼
さ
れ
る
脱

塵
　
罫
撫
応
酬



五
、
比
　
較
　
考
　
察

　
学
習
者
と
現
職
教
師
と
に
依
る
教
師
像
の
研
究
は
そ
の
目
標
は
同
じ
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
方
法
が
違
っ
て
居
る
の
で
、

の
異
な
る
の
は
当
然
の
帰
結
で
あ
る
。
従
っ
て
そ
の
結
果
を
比
較
す
る
と
云
う
こ
と
に
も
若
干
の
無
理
は
ま
ぬ
が
れ
ぬ
。

1
、
先
ず
、
教
師
像
構
成
の
要
素
の
序
列
に
つ
い
て
み
る
と

そ
の
結
果

第5表要素に関する生徒教師の対比表

　
　
　
一
般
教
養

　
　
　
趣
　
　
味

　
　
　
研
究
態
度

　
　
　
指
導
挾
術

　
　
　
教
育
的
情
熱
・
理
解

　
　
　
教
材
の
マ
ス
テ
リ
ー

　
　
　
人
格
・
性
格

序
烈
．
　
要

2345　6789

素

　
六
八
・
〇

　
七
四
・
七

　
八
三
・
○

　
八
六
・
○

　
八
七
・
○

　
八
七
・
○

　
八
七
・
五

反
応
率

生

徒
　
・
　
学

生

Zti　l　1234s67sg

父
兄
と
の
関
係

趣
　
　
味

指
導
技
術
・
能
力

職
場
に
於
け
る
人
的
関
係

教
育
精
神
・
理
解

人
格
・
性
格

研
究
態
度

学
識
・
専
門
知
識
・
教
材

一
般
教
養

　
　
　
要

素
　
　
｝

　
　
　
　
　

反i

応七十益田垂吾尭十
拳i・・・・・・…
　「八三五六一〇五七三

現

職

教

師

a
、

註
、
生
徒
の
要
素
反
応
表
は
本
誌
第
五
巻
第
一
号
一
八
一
一
九
頁
よ
り
引
用

第
5
表
に
依
っ
て
自
明
の
如
く
、
現
職
者
の
反
応
に
於
て
は
、
職
場
に
於
け
る
人
的
関
係
及
び
父
兄
と
の
関
係
の
二
要
素
が

新
た
に
あ
ら
わ
れ
て
居
る
こ
と
に
注
意
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

　
　
　
現
代
教
師
像
の
研
究

四
五



　
　
　
現
代
教
師
像
の
研
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
六

　
h
、
生
徒
の
場
合
、
序
列
1
か
ら
5
迄
何
れ
も
八
八
％
か
ら
八
三
％
の
反
応
率
を
示
し
、
彼
等
の
学
校
生
活
に
於
て
の
直
接
要
素

的
傾
向
が
あ
ら
わ
れ
て
居
る
。
先
生
の
趣
味
と
か
一
般
教
養
と
か
云
う
要
素
は
、
反
応
率
も
七
〇
乃
至
六
〇
％
を
示
し
、
序
列
の
終

尾
に
位
し
て
居
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
反
し
、
現
職
者
の
場
合
、
一
般
教
養
が
、
殆
ど
一
〇
〇
％
の
反
応
を
示
し
第
一
位
に
あ
る
こ

と
は
如
何
に
重
要
な
る
も
の
で
あ
る
か
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
第
二
位
は
専
門
教
養
の
八
三
％
、
第
三
位
は
研
究
態
度
の
八
一
％
で
、

共
に
教
師
生
活
の
中
核
を
形
成
す
る
一
角
で
あ
る
。

　
c
、
生
徒
は
「
先
生
の
人
格
」
を
第
一
位
に
あ
げ
て
居
る
の
に
対
し
、
先
生
は
第
四
位
に
、
然
か
も
六
三
％
の
反
応
率
を
示
し
て

居
る
。
更
に
教
育
の
本
質
で
あ
る
教
育
精
神
、
生
徒
に
対
す
る
理
解
の
要
素
は
、
生
徒
は
第
三
位
、
八
七
％
の
反
応
に
比
し
、
現
職

者
は
五
三
％
の
第
五
位
を
示
し
て
居
る
。
現
職
者
の
示
し
た
こ
の
人
格
、
教
育
精
神
要
素
に
関
す
る
傾
向
は
第
七
位
の
指
導
技
術
と

と
も
に
予
期
せ
ざ
る
結
果
で
あ
っ
た
。
何
れ
に
せ
よ
、
一
般
、
専
門
教
養
、
研
究
の
要
素
に
あ
ら
わ
れ
た
傾
向
は
、
現
代
教
師
社
会

の
反
映
で
あ
る
と
も
思
惟
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
d
、
教
師
反
応
に
於
け
る
「
職
場
に
於
け
る
人
間
関
係
」
要
素
は
、
内
容
的
に
見
て
も
当
然
す
ぎ
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
か
か
る

要
素
が
五
〇
％
の
反
応
率
を
も
つ
て
あ
ら
わ
れ
て
来
た
処
に
、
現
代
社
会
の
特
徴
が
反
映
し
た
も
の
で
あ
る
。
同
じ
事
が
「
教
師
の

父
兄
面
接
技
術
」
に
つ
い
て
も
云
え
る
の
で
あ
る
。

2
、
教
師
像
の
性
及
び
年
令
別
の
比
較

　
生
徒
の
教
師
の
性
に
関
す
る
反
応
を
（
本
誌
第
五
巻
一
八
二
〇
頁
）
見
る
と

　
　
　
　
男
　
教
　

師
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⊥
ハ
三
・
一
％



　
　
　
　
女
　
教
　
師
　
　
　
　
　
　
　
二
五
・
七
％
　
を
示
し

年
令
を
見
る
と

　
　
　
　
二
〇
～
三
〇
才
　
　
　
　
　
　
三
三
・
五
％

　
　
　
　
三
一
～
四
〇
才
　
　
　
　
　
三
九
・
○
％

　
　
　
　
四
一
～
五
〇
才
　
　
　
　
　
一
七
・
○
％

　
　
　
　
五
〇
才
以
上
　
　
　
　
　
　
　
　
五
・
○
％
　
を
示
し
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
、
現
職
者
は
全
体
を
通
じ
「
女
教
師
は
困
る
」
と
答
え
た
も
の
が
三
名
の
み
で
、
年
令
要
素
に
関
す
る
反
応
は
皆
無
で

あ
っ
た
。

3
、
教
師
像
構
成
要
素
の
反
応
因
子
の
比
較

　
a
、
先
ず
、
教
師
の
入
格
因
子
に
つ
い
て
見
る
と

　
生
徒
は
各
学
年
層
を
通
し
て
七
〇
％
迄
が
温
し
い
、
や
さ
し
い
、
明
朗
、
熱
心
等
の
因
子
で
占
め
て
居
る
。
そ
れ
に
反
し
現
職
教

師
は
、
積
極
性
、
責
任
感
、
社
会
性
、
革
新
性
、
正
公
諸
等
の
因
子
で
七
〇
％
以
上
を
占
め
て
居
る
。
こ
の
差
異
は
生
徒
は
個
人
、

又
は
直
接
接
衡
か
ら
来
た
も
の
で
あ
り
、
現
職
者
は
全
人
的
、
社
会
的
な
広
い
立
場
に
立
っ
て
の
反
応
で
あ
る
こ
と
は
、
明
か
で
あ
る
。

　
b
、
専
門
教
養
に
つ
い
て
見
る
と
、
教
材
の
マ
ス
テ
リ
ー
と
云
う
反
応
に
対
し
て
は
、
両
者
完
全
に
一
致
し
て
第
一
に
あ
げ
て
居

　
　
　
　
の

る
。
特
に
生
徒
は
八
○
％
以
上
と
云
う
高
度
な
も
の
が
あ
る
。
教
師
の
方
は
僅
か
二
七
％
で
あ
る
。
然
し
教
師
は
教
え
る
事
だ
け
を

知
っ
て
居
る
だ
け
で
は
不
充
分
で
、
む
し
ろ
博
学
、
学
問
の
綜
合
性
、
教
育
哲
学
、
学
習
者
の
精
神
衛
生
と
云
う
が
如
き
教
材
を
中

　
　
　
現
代
教
師
像
の
研
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
七



　
　
　
現
代
教
師
像
の
研
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
八

心
に
し
た
周
辺
知
識
を
高
く
取
り
あ
げ
て
居
る
。
こ
れ
は
極
め
て
当
然
の
事
と
云
え
よ
う
。

　
c
、
教
有
的
情
熱
、
生
徒
に
対
す
る
理
解
の
比
較

　
生
徒
は
「
私
を
一
番
よ
く
理
解
し
て
い
た
」
が
八
○
％
以
上
を
示
す
と
云
う
極
端
な
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
教
師
は
二
〇

％
。
更
に
教
師
は
「
愛
情
を
持
っ
て
の
行
為
」
及
び
「
生
徒
か
ら
信
頼
、
尊
敬
さ
れ
る
」
で
全
体
の
四
〇
％
を
占
め
て
居
る
。
け
だ

し
、
こ
れ
は
教
育
精
神
の
本
命
と
云
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
d
、
指
導
技
術
の
比
較

　
生
徒
の
反
応
因
子
は
極
め
て
単
純
な
も
の
で
、
　
「
教
え
方
が
上
手
だ
つ
た
」
が
九
〇
％
を
示
し
て
居
る
。
こ
れ
に
対
し
、
教
師
は

極
め
て
多
岐
に
わ
た
り
、
技
術
そ
の
も
の
の
内
容
か
ら
関
連
分
野
に
広
く
わ
た
っ
て
居
る
。

　
e
、
研
　
究
　
態
　
度

　
生
徒
の
場
合
、
　
「
熱
心
に
勉
強
し
て
い
た
」
　
「
新
し
い
知
識
を
よ
く
取
り
入
れ
て
い
た
」
等
に
よ
っ
て
八
五
％
を
示
し
た
の
に
対

し
、
教
師
は
「
自
己
反
省
」
　
「
自
己
の
人
間
完
成
」
又
は
「
生
徒
と
共
に
勉
強
す
る
」
　
「
指
導
技
術
の
困
難
性
を
痛
感
す
る
」
等
の

反
応
因
子
で
四
〇
％
以
上
を
占
め
て
居
る
。
こ
＼
に
両
者
の
反
応
特
徴
が
よ
く
現
れ
て
居
る
。
む
し
ろ
、
そ
れ
は
見
解
の
問
題
で
あ

り
、
目
標
の
問
題
で
も
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
f
、
趣
味
の
比
較

　
こ
＼
で
は
両
者
間
に
全
般
的
に
殆
ど
差
異
は
認
め
ら
れ
な
い
。
ロ
ハ
、
教
師
は
第
一
に
二
七
％
の
高
率
に
指
摘
し
て
居
る
の
は
「
賭

事
、
下
品
（
性
的
な
も
の
と
考
え
ら
れ
る
）
な
趣
味
を
高
く
評
価
し
な
い
先
生
」
と
の
警
告
的
反
応
で
あ
る
。



　
9
、
＝
股
教
養
の
比
較

　
児
童
生
徒
の
場
合
は
最
下
位
反
応
要
素
で
あ
り
、
そ
の
因
子
も
「
ゆ
た
か
な
教
養
」
が
五
〇
％
に
も
達
し
て
居
り
極
め
て
軽
い
、

平
坦
な
も
の
で
あ
る
。
然
る
に
教
師
側
は
「
人
生
観
、
識
見
の
確
立
」
　
「
教
育
者
の
誇
り
を
も
つ
」
　
「
高
い
知
性
に
豊
ん
だ
教
養
」

と
云
う
よ
う
な
因
子
で
六
〇
％
に
達
せ
ん
と
し
て
居
る
。
こ
＼
に
根
本
的
に
違
う
も
の
が
あ
る
。
然
し
、
教
師
の
立
場
は
教
育
者
の

本
質
で
あ
る
事
は
申
す
に
及
ば
な
い
事
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
に
教
師
は
教
師
像
の
要
素
の
第
一
に
、
然
か
も
殆
ど
一
〇
〇
％
の
高
率

反
応
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
h
、
其
の
他
の
要
素

　
生
徒
の
反
応
要
素
に
は
あ
ら
わ
れ
て
居
な
い
が
教
師
側
に
於
て
は
、

　
　
　
　
職
場
に
於
け
る
人
的
関
係
　
　
　
　
　
　
　
五
〇
・
○
％

　
　
　
　
父
兄
接
衝
関
係
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
五
・
三
％
　
が
あ
る
。

こ
の
要
素
は
、
児
童
生
徒
の
直
接
関
係
し
な
い
教
師
の
面
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
六
、
要
　
　
　
　
　
約

1
、
教
師
像
構
成
要
素
の
種
類
に
つ
い
て
は
、
教
師
の
職
場
に
於
け
る
人
的
関
係
、
父
兄
関
係
等
の
要
素
が
教
師
反
応
に
新
た
に
あ

　
ら
わ
れ
て
居
る
。
そ
の
他
の
要
素
に
つ
い
て
は
一
致
し
て
居
る
。
こ
＼
で
は
研
究
方
法
が
問
題
に
な
る
が
、
教
師
に
用
い
た
自
由

　
発
表
の
方
法
が
本
命
と
云
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

　
　
　
現
代
教
師
像
の
研
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
九



　
　
　
現
代
教
師
像
の
研
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
〇

2
、
要
素
の
序
列
に
つ
い
て
は
、
生
徒
教
師
間
に
判
然
た
る
相
違
が
あ
ら
わ
れ
て
居
る
。
そ
の
原
因
は
非
常
に
多
岐
に
亘
る
が
、
そ

　
の
主
要
な
る
も
の
を
あ
げ
れ
ば

　
e
　
生
徒
は
個
人
的
直
接
的
で
あ
る
の
に
反
し
、
教
師
は
全
般
的
で
あ
り
社
会
的
聞
接
的
で
あ
る
。

　
⇔
　
生
徒
は
視
野
が
限
ら
れ
て
居
り
、
教
師
は
広
く
、
完
全
を
目
指
し
て
居
る
。

　
同
　
生
徒
は
自
己
中
心
的
で
あ
る
に
反
し
、
教
師
は
教
育
的
人
格
像
を
画
い
て
居
る
。
否
む
し
ろ
教
育
学
を
目
的
と
し
て
教
師
像

　
　
　
を
形
成
し
て
居
る
。

3
、
各
要
素
に
於
け
る
反
応
因
子
に
つ
い
て
見
る
と

　
ω
　
生
徒
の
因
子
種
数
は
少
い
の
に
対
し
、
教
師
は
多
い
。

　
②
　
因
子
は
生
徒
は
単
純
で
具
体
的
で
あ
る
に
反
し
、
教
師
は
抽
象
的
で
警
告
的
で
広
範
に
関
連
し
て
い
る
。

　
樹
　
身
近
な
も
の
、
或
い
は
極
く
自
然
な
姿
に
対
し
、
理
想
的
な
型
で
あ
る
。

　
　
　
　
例
え
ば
、
あ
の
先
生
は
よ
く
勉
強
は
し
て
居
な
か
っ
た
。
忘
れ
ら
れ
な
い
先
生
で
あ
っ
た
。

4
、
教
師
像
に
関
し
、
生
徒
は
先
生
の
年
令
、
性
に
関
し
、
は
っ
き
り
し
た
反
応
を
示
し
て
居
る
の
に
対
し
、
教
師
は
殆
ど
問
題
に

　
し
て
居
な
い
。

5
、
こ
と
な
っ
た
研
究
方
法
に
依
っ
た
も
の
で
は
あ
る
が
、
各
々
そ
の
目
途
と
す
る
と
こ
ろ
は
充
分
に
果
し
得
た
。
そ
の
上
、
比
較

　
の
出
来
た
事
は
、
そ
の
結
果
を
見
て
極
め
て
意
義
あ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
更
に
機
を
得
て
、
全
く
同
一
方
法
に
依
っ
て
の
研
究
を

　
進
め
、
比
較
し
て
見
た
い
と
考
え
て
居
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
本
学
教
授
教
育
学
）


